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も宅再ゐ

ま昌

新
設
故

収
入
役
に

日

健康な身体を作り高い教養を身につける

O あらゆる機会をとらえ学習に励む。

0 趣味を高め、うるおいのある生活をする。

。スポーツをさかんにし、すこやかな心とからだを

つくる。(大洲市民憲、章)
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人口(7月1日)

人口 38，128人
男 18，067人女

世帯数 10，392世帯

面積 240.93平方キロメートル

発行大 洲市役研
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百

十

万

円

。

↑

金

百

六

万

四

千

円

小
中
学
校
無
人
化
対
策
施
設
費
一
老
人
い
こ
い
の
部
屋
冷
房
設
備
費

百

八

万

円

一

八

十

一

一

万

五

千

円

天
量
杯
全
日
本
軟
式
野
球
大
会
負
担
一
な
ど
で
す
。

五
十
年
四
月
か
ら
業
務
開
始

愛
媛
県
警
察
官
募
集

広
域
消
陪
が
発
口
地

費

愛
媛
県
警
察
本
部
で
は
、
昭

和
四
十
九
年
十
月
お
よ
び
昭
和

大

洲

市

と

喜

多

郡

長

浜

町

、

内

子

町

一

で

す

。

一

五

十

年

四

月

に

採

用

す

る

警

察

五
十
崎
町
が
一
体
と
な
っ
て
「
大
洲
地
一
ま
ず
今
年
度
は
、
現
在
の
大
洲
市
消
一
官
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

区
広
頃
消
防
事
務
組
合
」
を
設
立
、
七
一
防
署
の
位
置
に
消
防
本
部
庁
舎
を
建
設
一
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、

月
二
日
大
洲
市
民
会
館
に
お
い
て
初
の
一
支
署
は
、
内
山
地
区
と
長
浜
町
に
設
け
一
近
く
の
警
察
で
お
た
ず
ね
く
だ

組
合
議
会
を
開
い
て
、
同
組
合
の
役
員
一
消
防
自
動
車
三
台
、
救
急
車
二
台
、
消
一
さ
い

選
任
、
条
例
、
予
算
な
ど
を
可
決
決
定
一
防
一
専
用
超
短
波
無
線
電
話
機
十
一
基
、
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

六
月
二
十
八
日
で
辞
職
さ
れ
た
収
一
八
一
な
お
後
任
滑
務
部
官
に
つ
い
て
は
七
し
、
来
年
四
月
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
一
小
型
ポ
ン
プ
一
否
な
ど
の
設
備
、
機
材
一
全
国
消
費
実
態
調

役
河
野
茂
葉
氏
の
後
任
収
入
役
に
総
務
一
月
十
五
日
付
b
の

発

ノ

一

で

当

分

の

関

吉

一

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

一

を

整

備

。

一

部
長
官
武
雄
氏
(
五
十
六
歳
)
量
一
回
朗
読
総
務
部
長
の
事
務
最
翠
っ
一
と
の
目
的
は
、
広
域
的
な
常
需
防
一
ま
た
職
員
も
順
次
増
員
を
は
か
り
予
一
査
に
ご
協
力
を

任
す
る
こ
と
に
つ
き
、
六
月
定
例
市
議
一
こ
と
に
な
り
ま
レ
た

u

活
動
そ
進
め
る
た
め
設
備
の
充
実
と
、
一
妨
行
政
な
ど
消
防
事
務
の
充
実
を
め
ざ
一
消
費
は
美
徳
と
い
わ
れ
た
の
は
き
の

会
に
お
い
て
満
場
一
致
で
回
季
語
、
一

i
l
l
i
l
i
-
-

一
消
防
活
動
、
救
曇
霧
を
い
っ
そ
う
ス
一
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
一
つ
の
こ
と
、
今
や
節
約
時
代
な
ど
と
い

一
般
会
計
補
正
一
橋
り
ょ
う
新
一
喜
一
二
百
二
十
九
万
円
一
(
芦
日
下
水
路
ほ
か
五
カ
所
の
下
水
一
六

B
Zー
九
日
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
一
人
権
擁
護
委
員
に
一
ピ
l
ド

ア

ッ

プ

を

し

よ

う

と

す

る

も

の

一

一

わ

れ

て

い

ま

す

が

、

わ

た

く

し

た

ち

国

予

算

一

(

新

大

詰

)

一

路

)

一

宮

言

語

七

年

一

一

月

七

日

新

一

清

水

@

楠

野

氏

一

1
l
i
-
-
1
l
i
-
-
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一
民
は
ど
ん
な
生
一
一
望
し
て
い
る
の
で
し

一
一
諸
問

1一
一
昨
日
計
一
公
園
整
備
事
業

J
h
u
-
-
E一

一
十
周
年
記
念
時
十
五
万
七
一
軒
紅
白
昭
和
十
三
一
年
二
一
月
新
一
「
七
月
一
日
付
で
法
務
大
臣
よ
り
次
一
円
一
日
付
祝
日
引
っ
」
前
一
七
日
記

H
J目
立
ょ
百
十
、
十
年
前
と
号
、
収
入

は
、
一
干
七
憶
九
千
九
百
九
十
二
万
一
富
山
公
園
)
(
稲
荷
山
公
園
)
一
千
円
。
一
昭
和
一
ニ
十
五
年
四
月
税
務
課
長
、
昭
一
の
事
当
市
の
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
一
語
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

τ五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
(
約
五
反
)
以
一
や
支
出
は
ど
の
ぐ
ら
い
矯
え
た
か
。

一
千
円
)
う
ち
歳
出
の
お
も
な
も
の
一
(
第
一
霊
川
緑
地
公
園
)
(
森
林
一
身
体
障
喜
寿
賀
一
和
四
十
年
八
月
大
洲
病
院
事
務
長
、
昭
↓
さ
れ
ま
し
た
o

」
↑
守
ら
れ
ま
す
の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
一
上
の
土
地
を
取
得
さ
れ
た
定
八
月
一
芝
、
テ
レ
ピ
、
た
ん
す
な
ど
の
家

兆

一

公

園

)

一

五

百

五

士

万

四

一

利

四

十

八

年

四

月

総

務

部

長

を

歴

任

し

一

公

務

員

に

よ

る

不

当

な

圧

迫

、

村

八

一

だ

さ

い

。

て

二

十

一

日

ま

で

に

特

別

土

担

保

有

税

の

一

悶

の

所

有

状

況

が

ど

の

よ

う

に

変

っ

て

出
襲
撃
良
質
、
八
千
九
百
四
万
一
都
市
下
水
量
、
四
千
五
百
二
十
五
一
千
月
一
こ
の
た
ぴ
収
入
役
に
産
さ
れ
た
も
の
一
分
、
強
制
圧
迫
、
差
別
実
家
庭
問
一
清
水
芝
(
喜
一
害
を
し
て
い
た
だ
く
と
と
に
な
り
ま
一
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

八

千

円

一

万

五

千

円
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障
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楠

雲
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l
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一
語
、
非
課
税
等
の
適
用
規
定
も
ぁ
一
調
べ
る
た
め
に
、
総
理
府
統
計
局
で
は

j
h
i
h
j

一
な
お
よ
鼓
し
た
野
球
場
の
使
用
に
一
工
事
中
で
あ
り
ま
す
の
で
、
一
般
の
方
一
特
別
土
地
保
有
一
り
ま
す
の
で
詳
し
い
と
と
は
、
喜
子
干
四
年
か
ら
五
年
ご
と
に
全
国
消
費

5
寺
翠
D
野

求

場

記

戎

一

つ

い

て

は

、

六

月

二

十

四

日

「

八

立

の

使

用

は

「

全

日

本

軟

式

野

球

大

会

」

一

税

の
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告

一

課

へ

お
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だ

さ
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す
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間

一

了
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州

地

区

運

動

公

園
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務

組

合
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一

終

了

後

と

な

り

ま

す

。

一

一

一

と

の

調

査

は

、

「

く

ら

し

の

国

語

陪
A

j

-

公
園
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
一
般
の
利
一
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
別
掲
一
覧
表
一
八
月
一
一
一
十
百
・
ま
で
に
一
×
×
一
喜
と
も
呼
ば
れ
る
程
の
大
切
な
調
査

吋
炉
川
市
内
平
野
町
に
建
設
が
進
め
ら
れ
一
で
き
ま
す
。
一
用
に
供
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
の
と
お
り
で
、
申
込
み
先
は
市
教
育
委
一
地
方
税
の
改
正
に
よ
り
本
年
度
よ
り
一
×
×
一
で
す
。

7Jて
い
る
八
幡
浜
・
大
洲
地
区
総
合
運
一
こ
の
野
球
場
で
八
月
六
日
か
ら
六
日

τか

し

、

京

一

宮

市

議

濯

手

0
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石

と

れ

に

出

場

開

通

iz--iJ
一
今
年
の
九
弓
十
尺
士
目
、

結
=
動
公
閣
の
霊
も
順
調
に
進
み
、
こ
一
問
、
高
松
宮
殿
下
を
お
迎
え
し
て
「
天
一

J

5

1

5

1
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i

T

撲

の

と
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で

す
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五
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二
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一

告

か

ら

選

ば

れ

た

約

五

万

の

世

帯

に

掛

川

の

ほ

ど

緑

に

囲

ま

れ

た

美

し

い

自

然

一

言

杯

全

日

本

軟

式

野

球

大

会

」

高

一

地

充

代

表

に

市

役

所

チ

!

ム

一

八

月

六

日

一

士

一

一

2=一
試
合
(
九
日
は
二
試
一
つ
い
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
o

均
一
人
…
の
巾
に
符
望
の

H

葬

場

“

が

立

派

一

倍

さ

れ

ま

す

。

一

一

九

時

開

会

式

高

宮

殿

下

御

一

合

)

わ

た

く

レ

た

ち

の

く

ら

し

の

設

計

に

:Ji~
に
完
成
レ
ま
し
た
o

一

と

の

総

合

重

量

は

、

富

市

町

一

全

日

本

軟

式

野

球

大

会

日

程

決

空

る

一

臨

席

、

全

選

手

参

加

一

八

月

十

日

家

計

簿

が

必

要

な

よ

う

に

、

国

全

体

の

一

一

一

月

こ

の

野

球

場

は

、

総

事

業

費

六

千

一

利

閥

事

業

の

函

と

し

て

八

幡

浜

夫

一

一

十

時

三

五

、

竺

試

合

開

始

、

一

十

時

準

優

勝

戦

生

活

設

計

に

も

金

需

要

請

査

が

戸
六
百
八
十
万
円
と
二
塁
の
歳
月
三
洲
地
区
運
動
会
園
事
務
組
合
に
よ
勺
て
一
天
皇
賜
杯
第
一
干
九
回
全
日
本
軟
式
一
一
一
品
松
宮
殿
下
襲
警
賜
わ
る
試
合
と
一
大
洲
市
役
所
チ
ー
ム
出
場
、
一
八
月
十
百
必
要
に
な
る
わ
け
で
す
。

れ
か
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
章
一
蓄
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
今
年
一
露
大
雪
、
九
里
・
布
地
区
運
一
あ
っ
て
、
選
手
詩
型
重
ね
て
お
り
一
士
一
時
三
十
分
第
一
一
試
合
開
始
一
十
時
優
勝
戦

む
面
積
一
万
一
手
九
百
平
方
メ
ー
ト
ル
一
度
は
、
陸
上
競
技
場
小
建
設
が
計
図
さ
一
動
公
園
長
更
布
球
場
)
を
一
室
町
山
崎
明
日
日
目
前
は
訪
れ
よ
れ
昨
日
間
九
時
一
一
一
空
口
開
始
一
士
両
閉
会
式
(
予
定
)
全
開
軒
問
時
日
戸
別
代

T
J

メ

イ

ン

ス

タ

ン

ド

を

は

じ

め

内

号

外

一

れ

て

お

り

、

恵

ま

れ

た

白

装

境

の

中

一

場

と

し

、

内

子

話

。

竿

富

の

四

亡

州

震

で

の

日

桜

と

試

合

組

合

せ

一

九

時

第

一

試

合

だ

さ

い

。

h
h

野
席
、
ス
コ
ア
ボ
!
ド
、
シ
ギ
ヲ
l
一
に
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
-
施
設
中
セ
完
備
し
た
一
会
場
で
、
八
月
六
日
か
ら
十
一
日
ま
で
一

j

n
設
備
、
放
送
設
備
を
ロ
請
し
た
野
球
一
都
市
会
閣
の
建
設
を
め
ざ
し
て
着
々
と
一
の
六
日
間
、
天
皇
賜
杯
を
目
指
し
て
、

場
で
二
千
五
百
人
を
収
容
す
る
こ
と
が
一
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
全
国
都
道
府
県
の
代
表
五
十
二
テ
i
ム

約
一
、

0
0
0人
の
選
手
が
参
加
し
て

熱
戦
を
展
開
い
た
し
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
軟
式
野
球
最
高
の
権

威
あ
る
大
会
と
い
わ
れ
、
開
会
式
に
は

高
松
宮
殿
下
が
御
臨
席
を
賜
わ
る
予
定

で
、
諸
般
の
計
画
が
進
め
ら
れ
て
参
り

ま
し
た
。

去
る
七
月
八
日
に
組
合
せ
拙
せ
ん
が

行
わ
れ
、
地
元
特
別
出
場
の
大
洲
市
役

所
チ
i
ム
は
、
八
月
六
日
開
会
式
終
了

後
の
第
一
試
合
に
南
北
海
道
代
表
浜
津

会
計
事
務
所
と
対
戦
を
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

全
国
大
会
初
出
場
で
あ
り
、
し
か
も

津
田
氏
就
任

都
市
下
水
路

等

六
月
定
例
市
議
会
は
、
二
十
四
日
か
ら
六
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
道
路
新
設
改
良
質
、
公
開
整
備
事

業
費
、
都
市
下
水
路
費
、
市
制
二
十
周
年
記
念
行
事
費
等
、
一
一
憶
七
千
三
百
十
二
万
一
千
円
の
一
般
会
計

補
正
予
算
や
大
洲
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
な
ど
八
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
陳
情
、
請
願
な
ど
必
要
な
決
定
を
レ
て
閉
会
し
ま
し
た
。
可
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で

す。

六
月
定
例
市
議
会
で
可
決

大
開
放
場
組
合
せ
表
は
次
の
と
お
り
。
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前

後

2時間
以内

一

午
を
な

料
し
合

場
収
場

入
出
闘
い

q:. 

l練習及び|午
練習試合|
の場合 J午



) "-' 

八
、
す
ボ
ケ
y

ト

に

入

れ

な

い

乙

必

阪

膨

膨

緩

鯵

/r

九
、
更
を
解
体
し
た
り
、
つ
く
り
変
逗
緩
笹
野
町
彰
藤

VM

大

洲

市

指

定

史

跡

一

ぇ

1
1ほ
ほ
守
口
問
M
同
幻
れ

平

地

番

所

跡

一

母

子

家

庭

ア

月

首

ヂ

#

所

在

地

平

野

町

平

地

一

タ

イ

プ

科

技

能

習

得

生

一

8
月
4
日

ヂ

ク

一

を

募

集

一

所

有

者

関

雅

夫

氏

一

7

H日
ク

ク

一
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ア

8
ヨ

シ

h
F

番
所
は
、
往
時
落
日
以
時
代
全
国
の
平
地
の
古
老
の
記
憶
で
は
、
喬
一
所
一
母
子
家
庭
を
対
象
に
し
た
、
タ
イ
プ
斜
一
ヴ
日
日
ヴ
ゾ

各
藩
の
境
界
で
し
た
。
互
い
に
そ
の
は
道
路
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
高
い
所
に
一
技
能
習
得
生
を
次
の
と
お
り
甘
特
集
し
て
つ
念

E

d

，
ク

境
を
き
び
し
く
し
、
帯
所
を
設
け
て
あ
り
、
前
に
は
石
垣
が
あ
っ
て
立
派
一
お
り
ま
す
。
一
議
時
間
午
前
八
時
半
1
午
後
六
時

人
馬
の
往
来
や
物
資
の
流
通
を
改
め
な
構
え
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
一
ご
希
望
の
方
は
、
市
福
祉
事
務
所
へ
一
祁
川
川
相
川
川
川
叩
山
川
山
川
W

る
な
ど
、
こ
の
関
苦
境
と
し
て
人
が
、
今
で
は
当
時
の
面
影
を
し
の
ぶ
一
詰
込
み
く
だ
さ
い
。
一

M

書
館
腿

wvM山

富
皇
室
に
し
た
封
建
時
代
の
遺
書
伺
も
見
当
り
ま
せ
ん
。
一
O
技

能

斜

目

タ

イ

プ

斜

一

冊

目

m
m川
川
問
自

社
会
史
の
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
写
真
に
み
ら
れ
る
白
壁
の
と
の
建
一

o署
期
間
八
月
五
日
か
ら
十
二

l
新
刊
図
書
案
内

i

一

月

末

ま

で

。

一

ま
す
o

物

立

、

番

升

廃

止

後

平

地

す

陀

屋

、

一

一

伊

予

国

旧

石

高

調

帳

(

県

立

図

書

館

-v

一O
募

集

人

員

十

名

一

平
剛
峯
昂
は
宇
和
島
領
と
大
洲
領
野
田
一
家
の
建
物
を
移
築
し
た
も
の
と
一
O
場
所
松
山
市
中
一
万
町
一
研
究
調
査
報
告
書
昭
和
一
程
度

を
境
に
し
た
宇
和
島
務
の
番
所
で
し
言
わ
れ
、
芦
長
(
乙
ち
ょ
う
)
役
場
一
愛
媛
県
母
子
福
祉
セ
一
読
書
普
及
活
動
研
究
集
会
報
告
書

た
。
約
百
メ
ー
ト
ル
を
へ
だ
て
た
大
と
レ
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
建
一
ン
タ
ー
。
一
入
江
塾
の
秘
密
(
入
江
伸
)

測

務

の

関

谷

番

所

と

は

、

野

田

川

を

物

で

す

。

一

O
附
込
者
資
格
母
子
家
庭
(
約
+
八
一
日
本
共
産
革
命
(
賀
屋
興
宣
)

は
さ
ん
で
対
峠
し
、
川
の
中
に
は
矢
番
所
の
存
在
は
、
時
勢
の
変
遷
を
一
歳
1
四
十
五
歳
の
女
一
ブ
Dhm
ニ
カ
国
際
大
百
斜
事
典
ロ

肱

川

沿

い

の

皆

さ

ん

、

こ

と

レ

も

肱

一

乙

の

場

合

は

、

水

か

さ

も

急

に

ふ

え

来

(

や

ら

い

)

を

立

て

て

互

い

に

醤

雄

弁

に

物

語

る

意

義

あ

る

も

の

と

一

言

一

子

)

一

学

制

百

年

史

(

文

部

省

)

さ

一

川

の

水

に

親

レ

ま

れ

る

シ

ー

ズ

ン

と

な

一

危

険

で

す

、

そ

の

た

め

に

水

の

事

故

村

山

吉

姦

り

ま

せ

ん

で

し

た

。

え

ま

レ

ょ

う

。

市

教

育

委

員

会

一

O
費
用
授
抽
出
現
屠
料
、
宿
泊
一
あ
け
ぼ
の
集
(
木
俣
修
編
)

設
一
り
ま
し
た
o

ま
た
、
洪
水
の
時
期
で
主
起
き
な
い
よ
う
次
の
乙
と
に
注
意
し
合

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
i
-
-

料
は
無
棋
で
す
。
一
昧
の
旅

M

仙
台
・
み
ち
の
く

日

あ

り

ま

す

。

一

い

ま

し

ょ

。

一

り

ま

レ

た

ら

産

業

第

二

課

ま

で

と

連

絡

一

次

の

と

と

を

よ

く

守

り

楽

し

く

遊

び

一

詳

レ

い

こ

と

は

市

福

祉

事

務

所

へ

お

一

グ

日

名

古

屋

・

東

海

一

鹿

野

川

ダ

ム

で

は

、

恵

三

O
河

原

で

む

ん

だ

り

、

魚

と

り

を

し

て

一

く

だ

さ

い

o

一

ま

し

ょ

う

。

一

宮

崎

い

i

一

日

本

の

君

主

(

高

)

一

と

き

や

大

雨

量

る

前

に

ダ

ム

の

李

一

い

る

と

き

。

一

な

お

放

言

語

ま

た

は

抜

取

る

な

一

一

、

花

火

に

か

い

で

あ

る

遊

び

方

言

一

-
7
5え

不

明

者

を

さ

一

愛

媛

教

育

年

鑑

発

一
放
流
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
o

一O
仕
事
を
し
て
い
る
と
き
。
一
大
州
市
で
は
、
土
地
改
良
重
量
守
。
一
ど
の
場
合
等
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
設
一
く
読
ん
で
、
そ
の
こ
と
を
必
ず
守
一
が
す
相
談
所
開
設
一
え
ひ
め
の
統
計
一
九
七
四
・
四

レ五

5
1
7一誌
R
E
U一
目
立
仏
語
終
了
長
慰
霊
錦
町
時
盟
問
刊
誌
一
ミ
詐
昨
日
鮮
民
一
言
下
普
段
日
明
日
一
町
長
河
野
町
会

一
ま
た
、
警
報
車
に
よ
る
お
知
ら
せ
も
一
人
た
ち
に
は
、
注
意
し
て
あ
げ
て
く
一
著
は
か
る
た
め
に
は
、
三
角
点
(
永
一
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
点
差
点
)
一
く
だ
さ
い
。
一
な
い
乙
と
。
一
く
え
不
署
を
さ
が
し
て
お
り
ま
す
よ
東
京
大
量
・
戦
災
義

7
喜

一
主
す
。
一
だ
さ
い
。
一
久
標
識
)
を
基
本
と
し
て
事
業
の
成
果
一
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
利
用
さ
れ
極
め
て
一
以
上
三
角
点
標
石
の
重
要
さ
を
と
喜
一
一
ニ
、
大
人
と
い
っ
し
ょ
に
撃
と
と
。
一
今
年
長
の
と
お
り
「
守
え
不
明
一
農
業
技
術
大
系

7

野
菜
編

j
i
t
-
-
1
1、
!
!
!
!
!
!
!
!
-
5
1、
!
!
!
!
!
!
!
1
1
t
i

一
(
図
面
と
書
類
)
が
得
ら
れ
る
市
で
す
一
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。
一
い
た
だ
き
大
切
に
保
護
し
て
く
だ
さ
る
一
周
か
な
ら
ず
水
を
塁
す
る
乙
と
。
一
言
ー
が
す
相
談
所
」
を
開
設
い
た
し
一
伝
習
録
(
安
岡
E
篤
)

一
進
め
ま
し
ょ
う
。
一
の
三
な
い
運
動
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
一
三
角
点
の
設
置
に
つ
い
て
は
長
て
見
す
る
と
土
地
の
境
界
石
と
思
い
一
さ
つ
と
協
力
を
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す

t、
思

表

と

き

は

花

火

遊

び

を

し

一

ま

す

一

番

重

苦

・

諸

夏

の

交

通

事

故

を

な

く

す

る

運

動

一

お

母

さ

ん

方

は

、

お

子

さ

一

量

誓

横

断

し

よ

う

と

し

て

い

る

こ

一

的

高

い

見

晴

ら

し

の

よ

い

事

量

の

す

い

す

る

場

合

が

あ

り

ま

す

が

乙

の

標

一

一

な

い

と

と

。

一

も

レ

、

宮

人

、

季

節

労

働

者

な

ど

一

日

本

外

交

史

別

巻

3

年
表

-
等
の
防
止
を
一
れ
れ
目
立
た
ニ
昔
話
見
詰
一
町
民
訪
日
一
一
一
時
一
諮
問
謹
一
程
戸
一
灯
抗
日
わ
て
一
六
九
日
一
切
に
一
度
に
よ
れ
九
日
曜
日
日
目
鞘
一
昔
騎
文
芸
時
夫

b
M
諸問終日時一日告やさは気章一守
l
i
t
-庁
日
[
一
向
日
記
長
訪
日
一
位
閣
直
晴
一
一
言
言
語
一
旬
許
可
主
将
一
く
鰐
刊
誌
一
時
は
損
話
措

置
四
県
統
一
重
と
し
て
展
開
さ
れ
一
っ
て
く
だ
さ
い
。
一

C
露

草

レ

く

歩

く

よ

う

注

意

し

ま

一

一

の

と

お

り

、

星

種

八

月

吾

前

一

大

変

な

事

故

に

な

り

ま

す

。

一

も

筒

を

の

ぞ

か

な

い

乙

と

o

一

8
月

日

松

山

霊

童

一

告

訴

せ

ず

(

松

本

清

張

)

ま
す

o

O

酒

を

の

ん

だ

去

、

警

に

運

転

一

し

よ

う

。

=

一

農

事

メ

モ

後

、

中

毒

八

月

十

目

前

後

で

あ

り

一

一

一

=
E
S
E
E
-
-
-
E
5
-
E
E
r
i
-
-
2
E
F
B
E
E
-
-ち
冨

E=も
Ei--E-5=EEREi--民
同

日

目

見

日

は

言

言

一

三

=

幅

一

5
横

断

歩

道

ゃ

、

歩

道

橋

は

、

必

ず

利

一

一

一

一

一

一

コ

jiJ1川
1
j
d
1
j
m一
一
泊
-
d

七

時

元

町

民

主

長

信

人

や

歩

-

行

一

周

す

る

よ

う

に

い

た

主

し

よ

う

。

一

一

一

k
c旧
の

間

?

一

一

夏

最

大

の

ド

ラ

マ

中

目

(

町

川

目

-

一

川

二

北

一

一

一

1

3

一O
と

び

出

し

ゃ

恵

の

直

前

、

直

後

の

横

一

一

一

-

ノ

不

三

=

宵

日

二

一

同

一

一

竺

ト

一

一

ト

一

戸

一

d

昔
日
間
町
長
川
町
長
。
訪
沈
静
を
横
断
す
る
と
き
一
断
に
は
、
十
分
注
意
し
ま
レ
ょ
う
。
一
一

H
一一

-
Eの
需

カ

町

村

河

川

訪

問

問

υ一
川

ま

つ

り

花

火

大

会

主

町

議

二

時

一

本

一

旦

l
i
l
-
-

一

口

一

…

目
標
に
か
か
げ
、
県
警
る
み
で
実
一
民
主
あ
げ
て
安
全
を
た
し
か
め
一

02詰

自

主

一

一

一

一

・

四

l
Dの
散

布

同

室

し

て

、

y
マ
ペ
薬
剤
、
も
ん
か

L
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
Z
ぷ
士
的
-HEl--司
一

川

叫

一

一

施
す
る
と
と
に
な
り
ま
レ
た
。
一
ま
っ
す
ぐ
に
早
く
渡
り
ま
し
ょ
う
。
一
る
し
つ
け
を
主
レ
ょ
う
。
一
一
の
確
保
数
が
よ
い
よ
う
で
す
o

病
に
ホ
オ
ア
Y
ジ

ン

粉

剤

を

散

布

、

一

事

調

摺

瞳

噂

嘩

犠

錨

舗

輔

覇

盟

三

制

ま

背

日

叶

一

刊

一

一

」

~

二

目

叶

一

州

司

一

一

酬

歩
く
人
向
運
警
も
み
ん
な

f
i
g
-聖

;

な

と

こ

ろ

で

は

遊

で

の

警

時

期

選

れ

ま

す

ζ

八
月
中
下
旬
に
一
要
員

2EE臨

器

購

翻

朝

川

:

デ

∞

一

世

一

終

日

一

両

市

町

一

一

山

古

河

夏

の

交

事

放

を

防

一

長

野

信

義

一

0
刊

行

山

川

町

長

信

手

一

一

ト

誌

は

訪

れ

訴

前

町

長

一

刊

誌

三

輔

離

輔

盟

輔

翻

灘

臨

時

M
M
a
u
-
U
E川
和
一
汁
一
附
且
叩
阻
一

F宜引酔芭劇L一訂
…
 

運

転

者

の

み

な

さ

ん

一

τの

i
白
皇5立
音
ち
や
ま
す
ま
い
霊
警
を
;
すZZj
る急実三か於三、二一言首夏を量握?る主;よさう必

g1
が
宮5け
宅
て
く

ii
だ
芸

z
三さ宗三いL一==一一で一て=三;ニ一干古I
十
古E日
里
ま
で

i
に
語
需

i柔?る主よ'うつ

zにオ

2ン
益P喜員粉詰号剤型で防陸磨除号して:く長だ言

z
さ
去
豆
い
竺
畿
鞠
覇
鱒
欝
繍
離
鞠
欝
鱒
欝
繍
欝
灘
鱗

?1::一

U
い
い
繍
鑓
網
舗
輔
購
髄
事

i準

t肱

会

花

章

一

世

」

情

一

日

立

問

一

嗣

一

盟

国

ν

一
笑
号
、
自
転
車
に
は
、
富
一

02お
持
ち
の
お
母
さ
ん
、
主
一
い
た
し
ま
し
ょ
う
o

同

水

管

理

一

難

鶏

騒

騒

欝

L
J盤

行

く

日

大

り

場

間

一

師

事

畑

正

一

蹴

一

凶

器

一

刈

C
夏
は
号
、
い
ね
む
り
運
転
に
よ
一
一
-JIプ
を
は
り
ま
し
ょ
う
。
一
休
み
に
入
る
と
軍
基
の
一
一
輪
車
一
一
一
一
一
・

3の

援

を

使

用

さ

れ

八

月

に

な

る

と

高

温

に

伴

っ

て

土

一

鱗

織

機

騒

機

欝

ぷ

-r鱒
離
ご
J

切
っ
(
|
曙
1
3
E
M一

刷
一
旦
旧

る

重

大

事

故

が

ふ

え

ま

す

。

一

自

転

車

で

右

左

折

す

る

さ

は

、

必

一

に

よ

量

放

が

多

く

な

り

ま

す

。

一

一

る

場

合

は

、

十

ア

ー

ル

当

り

四

・

五

壌

が

還

元

蓄

に

な

り

や

す

く

お

一

欝

欝

議

議

議

兵

二

議

2
;事

事

一

二

FAZE栄

一

AE一
叩

草
す
る
人
は
、
十
分
な
休
息
と
一
隆
一
ず
手
の
合
図
高
官
ま
し
ょ
う
。
一
ム
監
視
の
限
を
き
び
し
く
。
=
一
キ
ロ
グ
一
フ
ム
情
し
、
雑
草
が
完
全
水
状
態
の
ま
ま
で
お
く
と
根
が
酸
素
一
麟
鱗
騒
ぎ
言
問

L
三叫ん
T関
関

鱗

の

も

大

涼

川

三

J

竺

主

盟

主

選

出

快

一

剛

警

と

り

ま

し

ょ

う

。

一

0
お
と
し
よ
り
の
自
転
車
を
き
塗
一
ム
ヘ
ル
メ
ッ

i。

一

一

に

水

に

つ

か

っ

て

い

る

状

感

で

散

布

不

足

に

な

り

ま

す

の

で

i一
欝

欝

緩

畿

鰐

臨

麟

芸

品

川

主

一

両

盟

主

匹

敵

一

問

。
横
断
歩
道
で
人
を
見
た
ら
、
い
っ
た
一
っ
て
、
急
い
自
転
車
に
は
安
全
O
家

族

ぐ

る

み

で

暴

走

運

転

を

「

し

な

=

一

す

る

と

よ

い

よ

う

で

す

。

も

時

造

水

す

る

必

要

が

あ

り

ま

す

一

一

藤

欝

欝

欝

議

一

戸

撃

畿

醤

麗

醒

襲

撃

豪

す

さ

亡

し

ド

ド

i
折

作

匝

p
l
t一
柵

ん
停
車
し
て
、
歩
行
君
主
に
通
し
一
運
転
を
d

の

黄

色

い

自

転

車

運

動

を

一

い

、

さ

せ

な

い

、

見

に

行

か

な

い

」
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言
電
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語
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の
視
聴
覚
機
器
に
よ
り
生
き
た
言
語
環
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割
引

1

日
出
制
一
境
を
創
り
だ
し
て
外
国
語
教
育
を
も
っ

表

湖

北

開

一

瞬

E
t教

奪

一

と

も

葉

的

に

実

施

し

て

ゆ

く

も

の

で

品
0

・U
ザハゾム九ム攻守，¥紙一ツパ削減山・・捻入・
0

縁日・技師山一一家
J

・
ぶ
仲
介
一
家
、
袋
町
三
役
一
川
口
i

絞

り

…

純

一

ー

一

近

代

的

な

教

育

機

器

に

よ

り

正

し

い

近

代

的

な

教

育

設

備

す

音

の

教

室

耳

か

ら

覚

え

、

ま

ね

て

大
洲
市
で
は
教
育
施
設
の
整
備
充
実
一
発
音
レ
、
そ
れ
を
比
較
矯
正
し
な
が
ら

に
意
申
告
注
い
で
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
一
繰
り
返
し
練
盟
国
す
る
も
の
で
、
今
ま
で

大
洲
施
中
学
校
に
L
L教
室
(
語
学
演
一
の
学
習
方
法
で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た

習
表
置
)
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。
一
数
多
く
の
学
習
効
果
が
挙
が
る
も
の
と

こ
の
L
L
教
室
と
は
、
外
国
語
の
必
一
期
待
さ
れ
ま
す
。

要
性
が
日
ま
レ
に
高
ま
り
「
聞
き
と
れ
一
な
お
、
大
洲
積
中
学
校
に
も
プ
ナ
ラ

る
外
国
語
」
「
話
せ
る
外
国
語
」
の
習
一
イ
ザ
|
教
室
(
集
団
個
別
反
応
機
)
が

室
得
が
強
く
望
ま
れ
て
き
て
お
り
ま
す
が
一
新
設
さ
れ
ま
レ
た
。

教
一
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
や
、

V
T
R
な
ど
-

2 0 

れ
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ダ
ム
放
流
に
注
意

た
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三
角
点
の
標
石
を
大
切
に

管

理

同
穂
肥
の
施
用

施
岡
山
の
施
し
方
に
よ
っ
て
秩
港
、

倒
伏
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど
直
接
影

響
が
あ
り
ま
す
の
で
、
穂
肥
を
b
ょ

ず
に
施
す
と
モ
ミ
数
が
増
え
、
粒
の

充
実
が
よ
く
、
収
量
が
多
い
ば
か
り

で
な
く
、
品
質
が
よ
く
な
り
ま
す
。

穂
担
の
適
期
は
穂
の
出
る
二
十
五
日

前
頃
で
あ
り
ま
す
が
、
窒
素
不
足
が

き
わ
め
て
著
し
い
と
き
は
若
干
施
肥

を
早
め
、
葉
色
の
濃
い
も
の
は
遅
ら

せ
る
よ
う
に
す
る
と
よ
い
よ
う
で
す

品
種
に
よ
る
大
体
の
め
や
す
は
次


